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1　
日本におけるすぐれた伝統技術の対象として藍，とくに阿波藍はもっとも
注目すべきものである。阿波藍を中心にしての藍の歴史と資料は第13世三木
与吉郎三木文庫主ならびに後藤捷一三木文庫主任の手 に よっ て，『阿波藍
譜・栽培製造篇』（昭和35年，同増補版，昭和38年），『阿波藍譜・精藍事業篇』
（昭和i6年），『阿波藍譜・史話図説篇』（昭和36年）などとともに，阿波藍に関
する諸統計および同文庫所蔵の史料目録が刊行されている。 また染料技術史
侃ついてもこれより前に後藤一捷氏等の手で大阪絵具染料同業組合編『絵具
染料商工史』（昭和13年）をはじめとした少なくない著作が発表されている。
これらの著作は日本における藍はもとより染料技術史 の研究に欠かせないも
ので，研究者に神益するところが大きいのである。　
これらにくわえて今回，同じく第13世三木与吉郎・後藤捷一両氏の編集に
よって『阿波藍譜・史料篇（上中下）』（昭和49年）が刊行され，数多くの貴重
な資料が研究者に容易に利用できるようになった。ここに編集者の尽力に敬
意と感謝の意を表する。以下に技術史， とくに近代技術史の立場より本書を
紹介することにしたい。　　
『阿波藍譜・史料篇』に収録されている史料は，原則として編年で配列し，
まとまりをもつ記録は一括して収められ，その標題に通し番号が付されてい
る。そして翻刻にあたっては原史料に厳密な校正がおこなわれ，巻末には後
藤捷一氏の行きとどいた解説が付されている。上巻では第1 ～107 号の107
件，中巻には第108 ～236 号の129 件，下巻には第237 ～361 号の125 件，総
計361 件の史料が収録されている。これら史料は地域をとわずに蒐集・収録
されていることから，『阿波藍譜・史料篇』というよりも日本の『藍譜・史
料篇』というのがより妥当であろう。
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史料については，その利用者が個々の研究上の立場から批判・検討すべき
性質のものだ，という解説者の序言はまったく適切である。しか乱 これら
多数の史料を紹介することはその能力を越えてお り，不可能であるが，近代
化学技術史の立場からこれら史料を通覧していって興味のあったものについ
て触れていくことにしたい。上巻には中世末の京都長坂口の紺灰座商人組織
に関する資料から文政期の資料までが掲載されている昿 寛政元で1789）年の
「藍作始終略書」（第AA号，以下カッコ内は史料番号）には藍の実取用・藍の実蒔
付用・植付の次第など栽培に関する記録とともに，葉藍寝させ用，藍玉に砂
を用る儀などの大絹が記されていて，翌年の「藍玉諸入費大綱積」（第45号）
とともに，当時の藍製造技術の状況をよく示している。また「阿波郡与頭庄
屋への達伺抄」（第88号）のなかの文政8  （1825)年6 月19 日付の「御書付」は
「近年，灰墨・玉墨・緑僣其余，色々染汁ヲ以，元葉藍茎杯ヲ染」るなどの
不埓なことを厳重に吟味して罰するよう述べているが， ここに緑僣の使用が
でてくることも興味あることといえよう。　
中巻は天保2 年ないし4 年（1831～33年）の尾州中島郡起村の村方鯛書，願
達留から藍に関するものを抜章したものにはじまり，幕末の藍玉仲買人名前
帳などに至るものを収めている。天保10   （1839）年の「諸書附控帳」（第23 号）
は芸州竹原町紺屋職荘太にかかる阿波藍使用についての願いで，芸州藩膿国
内産の藍の使用を紺屋に命じたが，この色が悪いので阿波藍の使用を願いで
たもので，当時の阿波藍の品質がすぐれていることを示す貴重な資料の一つ
といえよう。しかし江戸時代を通しての藍の製造や染色の技術についての記
録はきわめて少ないとされる執　この史料篇において 乱 その数が限られて
いることは，編者の労を多としながらも残念である。しかもこの二とがら江
戸時代における技術の機密保持がかくも徹底していたことを改めてうかがい
知ることができる。　
下巻に収録されている明治期になると，技術に関する資料はきわめて豊富
になる。これはインド藍という外圧および西欧科学技術の積極的な移植によ
右振興策の採用を反映したものといってよかろう。「徳島県報抄」（第258脂 ，
「藍製考記」（第286剔 ，「阿波国産物年歴M 調」（第348号）,「阿波藍製造販売
同業組合第5 回業務成績報告」（第349号）などのほか，精藍技術に関連して藍
砂の使用禁止，藍製造に用いる薬品とその使用高，長井精藍事業について豊
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富な資料が掲載されている。　　
『阿波藍譜』の一連の著作を通して天然藍の製造技術の記録をみるとき，
江戸時代にあってはそれのほとんどは農業技術にかかおる藍の栽培法である
といってよい。しかし，刈取 られた藍草から菜あるいは藍玉を製造する技術，
あるいはイソ下 藍に準じて沈澱藍，つまり藍綻をつくる精藍技術，さらには
染色法は化学技術であって，日本における化学技術史の考察においてはその
意味を明らかにすることが欠かせない重要性をもつ。なかでも最近になって
少なくない人達が関心をもつようになってきた江戸時代の化学技術として注
目すべき阿波藍に関する研究では，これらの基本資料の集大成である一連の
『阿波藍譜』および資料の宝庫といわれる三木文庫ならびにそれに関係する
人達の業績や資料を抜きにしては不可能であることはいうまでもない。さら
に明治期における藍製造技術についての資料は，これらの編書に収録された
資料によってほとんどが尽されているといっても過言でぱない。あえて希望
を付けくわえれば，技術に関する国内だけでなく広く世界についての資料集
の刊行を期待して止まないのである。
Ⅱ　
藍製造の技術について上掲の労作によりながら簡単に述べ，興味ある問題
点をあげていきたい。藍の製造技術とは葉藍より菓や藍玉，あるいは藍綻を
製造する技術で，藍葉のなかに存在するイソドキシル配糖体イソジカソを温
水に浸出してイソジカソを遊離溶出し，これを共存する酵素で加水分解して
イソドキシルを生成させ，この溶液に空気を吹き込んで酸化することで生じ
たインジゴを主要成分としたものに仕上げる技術といってよかろ ‰ しかし
厳密には，阿波藍はインジゴを最高12％, 最低3 ％, 平均7 ～8 ％を含むほ
か，多くの不純物を含むものである。したがって，藁あるいは藍玉は発酵で
生じたインジゴを純粋なかたちでとりだしたものでない。阿波藍が粗製藍で
あるのにたいして，インド藍はインジゴを最高60％, 最低でも24％を含む。
しかし，阿波藍の染色は摩擦にたいして堅牢でないとはいえ，水洗にたいし
耐久性をもち，洗うほどに色相が鮮美・清澄となり，いつまでも本来の色調
をもつという優れた性質をもつ。　
このインジゴの染着では，それが水に不溶で，アルカリ性で還元されてロ
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イコ化合物のインジゴホワイトとなり，空気中で酸化するとイソジゴにもど
る性質を利用するもので，インジゴは建染め染料といわれ，この性質を経験
的に発見することで藍の利用がはじまるが，その発見の過程には大いに関心
がそそられるのであるレしかも藍玉を用いた染色では石灰と小麦粕が使われi
藍玉の含有糖分と小麦粕のデンプンから生じたグルコースの発酵でできる水
素がインジゴを還元させてホワイトインジゴとし，空気酸化でインジゴとな
って染着する発酵建てである。これらのことから，藍の製造，染色工程なら
びにそれらに関連する発酵についての理解の歴史的展開過程を再検討する必
要があるといってよかろう。　
江戸時代を通して完成された藍の製造法では，収穫した葉藍を「藍粉成し」
した乾燥葉藍を「寝床」に「寝かせ込み」，つまり発酵させて碩とする。その
製造工程では，施水が精良品の製造にあたっては20回を越え，普通品でも14
～15回，発酵温度は前後を通じて摂氏27～32度からしだいに上昇させて49度
を適度とするといわれている。そして日数は80～90日を要し，時期的には秋
から冬にかけてが製品に故障なく，保存がよいとされている。発酵させる作
業場の寝床は精巧な反応装置といえ，窓が多く，その地床は水の疎通を容易
にするよう砂諦，川砂，籾殻，粘土の層でっくられているのであった。一床
には乾固した葉藍300～400貫を寝かせ込むが，それに必要な面積は3 ～7 坪
といわれ，葉藍100 貫にたいする菜の収量は50～60貫であった。莱は臼でつ
いてほとんど成分においては変らない藍玉がつくられている。この最終工程
において藍砂の混入は江戸時代技術の退廃を典型的に示すといってまい。だ
が，菜製造という発酵工程でもっとも大きな問題であったのは，「病気」の
防止で，体験を積んで熟練した技能，とくに注水と発酵温度の調整が最も枢
要であったことから，専門の技師兼指導者の「水師」または「杜氏」とよば
れた層の活躍には大きな関心がもたれる。かれらの演じた役割，その技術観
にっいてはぜひ明らかにしたいものである。なかでも注水・温度調節の妙技
を発見し，菜の製法を文化年間（1804～17年）に犬伏久助が改良したといわれ
ているが，江戸期における技術を記した詳しい資料を欠くために内容を十分
にうかがい知ることができないのは残念である。　
ともあれ，江戸期には犬伏久助のようなすぐれた指導者により製法が改良
されたものの，経験の蓄積により漸進的に，菓・藍玉の製法を一つの形にま
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とめあげ，モの諸成果は江戸末期の森下禎之助の「藍 作 り方 伝 授 書」など
（『阿波藍譜・栽培製造篇』25頁），それに明治になってからの1872 年に記された
安岡百樹「阿州産藍之説」（同上，昌頁），1877年に記された三木家第十一世与
吉郎「藍の栽培及製法」（同上，1 頁）などから知ることができる。そのさい
，
江戸期の記録は藍栽培という農業技術を中心としたもので，農具を含めてき
わめて詳細であ り，菓製造についての道具も同じく詳しく書かれている。モ
の作業風景の図版からも当時の状況をうかがえ右。と同時に，江戸時代にお
いて菓製造という発酵工程について，たとえば酒造りなどの醸造業との対比
においてどのように理解されたかに大いに興味がモモられる。なかでも発酵
の温度調節において温度の測定は何によってたのか，そのさい科学的測定装
置としての温度計が使用されていたかどうかなどの，近代化がどの程度にま
で進捗していたかについては少なぐない関心をもたざるを得ない。　
発酵についての科学的研究は19 世紀中ごろにようやく西欧で顕微鏡の導入
で体系化したのだが，日本での菜あるいは藍玉の製造と染色において，発酵
がどの程度まで理解されていたかは解明されねばならない課題である ‰ さ
らには，江戸時代において技術は漸進的であれ進歩しているはずであるから，
原始的であれ発酵装置としての「寝床」が改良され，作業法も変化したと思
われるし，その結果は発酵日数，労働量，菜あるいは藍玉の収率とその製品
の質の向上に結びついたと思われるので，これらを明らかにする手掛 りを得
られれば幸いである。　
これらの究明のために，資料の有無の調査とあわせて江戸時代における技
術の秘密主義，経験主義 それらの相互関連などを改めて検討せねばならな
いのではなかろうか。
Ⅲ　
明治期，より正確には開国から第一次世界大戦までの期間にはイン下藍，
ついで1900年前後のいわゆる世紀交代期からの合成イソジゴの進出は，伝統
産業としての藍の栽培・製造に大きな衝撃をあたえ，同時にこれらに対処し
ての西欧科学・技術の移植を含めたところの政府の殖産興業政策は藍産業の
近代化を促す要因となった。そのさい,伝統産業の衰退因子として,あるいは
更新ないし発展の因子として，その作用の方向がさまざまであったことぱい
82
うまでもなかろう。　
まず最初に実施せねばならなかったのはインド藍に対抗しての措置てある。
インド藍の栽培・製造技術の歴史を明らか比する必要はいうまでもないが，
インド藍は木藍から収穫した藍葉を浸漬樽にいれ,   10～15時間水の中で発酵
させ，その液を移して次の樽でアルカリ性として攬拝することでインジゴを
沈澱させ，これからつくられた有効成分50％前後を含む沈澱藍であった。こ
のインド藍を14世紀ごろから西欧諸国は輸入しており，17世紀はじめからは
大量に輸入しはじめた。イギリス人はインド藍を有毒で腐食性がある「悪魔
の染料」とよんだ。17世紀末には，上に述べたような方法でインド藍は製造
されていたのである。これにたいして江戸時代に製造された阿波藍は多くが
有効成分10％以下の粗製藍であった。世界的レベルで見たとき，ここには日
本の開国時における外国との大きな技術格差の存在を認めざるを得ない。江
戸時代における洋学者の藍についての科学的理解の程度を解明せねばならな
いが,   1878年に『学芸志林』に発表されたお雇い外人教師R.  W.  Atkinson
が行なった講演は，日本において当時の西欧におけるインジゴ研究の成果と
それをもとにしての展望を体系的に示した最初のものといえよう。　
藍に関する科学・技術について西欧と日本とのおいたにある格差を埋める
努力は明治期になって本格化するが，とくに技術面では殖産興業政策を担当
した民部省とその後身の部局 組織と名誉えはしばしば変るが の内務
省勧業寮を中心に進められ，民間人の事業にも国家は援助した。その活動は
『阿波藍譜・精藍事業篇』に詳しいが，結局はイソド藍の製造を模範として
の藍綻製造法の開発およびその成果を実現させようとする努力であったと要
約できよう。　
明治初期の政策は『明治前期勧農事蹟輯録』，『農務顛末』，さらには『興業ユ
意見』などにみられ，これらの資料も『阿波藍譜・精藍事業篇』に収録され
ている。『興業意見』について みる と，藍に関しての一般的な意見も主要産
地の「徳島県情勢」および「徳島県勧業要務摘要」（『興業意見』巻15）の記述
ではまったく触れられていないし，国力を述べた項の徳島県（巻24）で簡単に
当時の事情が述べられているに過ぎず，振興策は具体的に示されていないの
である。方針を述べたなかの「製藍ヲ改良スル事」（巻28）で，工業試験所内
に製藍試験所を設けて藍草から藍綻を製造し，製品を分析するなどの調査研
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究，製藍法を「印度法二鍛ハシメ」ることなどを挙げているにすぎない。そ
して徳島県の部分でみられる振興策では生糸牛織物により重点がおかれてい
るのは，当時にあって0 殖産興業策の主力が軽工業では輸入防逼・外資獲得
にあって，藍産業などは二次的なものであったから，あるいは多くの国家援
助で試みた五代友厚をぱじめとした精藍事業の失敗によって藍産業振興への
意欲を失ったためか， ともかくも妥当な政策の提示や展開かあったとは思わ
れないのである。　
政府の積極的な藍産業の保護・育成策があったとして 乱 当時の西欧，と
くにドイツにおいてとられはじめた化学工業力振興策と対比することで，詳
しく検討をくわえる必要があるうかと思われる。近代化学によるアプ ＝ －チ
としては，Adolf von Baeyer が中断してはいるものの前後18年間にわたる
研究で，1880 年には藍の主成分のイソジゴの合成に成功し，ついで化学構造
を決定した。この成果はインジゴ合成の工業化が可能であることを示すもの
で，BASF とHochst  両社はBaeyer の特許権を譲り受けて開発研究にとり
組んだ。 BASF 社がBaeyer の発見したヶイ皮酸法その他によって17年間に
わたり英貨100 万ポンド以上を投じて開発に取り組んだことは有名であり，
しかも当時多くの染料製造会社が成功したアゾ染料の開発で立遅れた。ヶイ
皮酸法で合成されたインジゴの量はごく限られており，結局は放棄せざるを
得なかった。 1882年にBaeyer が発見した0  －ニト ＝tトルエンから合成する
方法はBASF,   Hochst,  Kalle らの各社が採用したが， これまた原料トルエ
ンが高価なこともあうて成功しなかった。　1890
年にKarl Heumann は原料のナフタリンからつくったフェニルグリ
シソー0－カルボン酸をアルカリ溶融してインジゴを合成する，いわゆる第1
法，およびアユリソを原料にク町レ酢酸と反応させてフェニルグリシンとし，
これをアルカリ溶融してイソドキシルを経てインジゴにする，いわゆる第2
法を発見した．BASF 社はいっそう安価なナフタリリV に 着 目 し，Sapper
の特許で無水フタル酸にすること，そのさい副生する二酸化イオウを接触法
で硫酸とする技術を開発するなどで，いわゆるHeumann の第1 法によったBASF
法で1897 年に工業化に成功し，Indigo pure BASF の市販をはじめた。
BASF 社はインジゴの工業化で先鞭をつけたが，H 石chst 社はいっそう安
価な製法で,のちに支配的な方法となる技術の開発に成功した。BASF 社と同
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じ技術をもつHochst 社は，Heumann の第2 法において使うフェニルグリ
シンのアルカリ溶融のために収率が低下することから,   BASF 社が研究を中
止したのちも研究をつづけ，1901年にJ.Pfleger が発見したナトリウムアミ
ドで低温で処理する方法を採用し,いわゆるHeumann ‐Pfleger 法（Hochst
法）の工業化に1904年に成功し，Indigo MLB grains として販売しはじめ
た。 BASF 社に比べると,高価なクロル酢酸を用いず,アニV  V を原料にした
ことで，Hochst 社は工業化で遅れたものの販売競争では有利な立場に立つ
ことができた。合成染料アリザリソにみられるカルテル活動はその後毛活発
に続き,   1904年にはBASF-Bayer-Agfa の三社連合とHochst-Cassela の
二社連合（のもKalle が参加）をつくりだした。つまり，Hochst 社での合成
インジゴの工業化はカルテル活動を新しい水準へと押しあげたのである。　
この過程はいわゆる西欧での技術開発のもっとも典型的なモデルといって
よいが，この経済効果にこそ西欧技術のもつ最大の意味があるといえよう。
最初のインド藍による影響は日本の藍産業に圧力をくわえたとはいえ，阿波
藍の作付面積や収穫量では1903年までほとんど減少をみなかったばかりか，
増加さえ示している。この問にインド藍を中心にした輸入藍の量は1900年に185
万斤とピークに達し，以降減少しはじめるが,   1903年にはなおも163 万
斤が輸入されていた。しかし，合成イソジゴの進出で，1904年から阿波藍の
作付けは減少しはじめ，1905年には激減して前年の約半分近くまでになり，1912
年にはさらにその半分以下にまで減少するし，輸入インド藍も1904年に
はわずか26万斤となり，1912年には5 万斤弱となっている。これに対する合
成インジゴの輸入をみると，それは1898年からはじまったといわれ，統計の
ある1902年から1903年の間は20～35万斤であったのが，1904年に77万斤，翌
年には100 万斤，1907年に200 万斤を越えるまでになり，1908年には第1 次
大戦前のピークに達した。この間BASF とHochst  両社による合成インジ
ゴの売込み競争は激烈をきわめたが，1909年には妥協が成立し，この年に日
本市場に対する独占機関の大同藍会社が生れか。これ以降は合成インジゴの
輸入量は100 万斤前後となり，これが当時の日本の需要に相当した正常な状
態といえるのではなかろうか。
IV
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合成インジゴが出現したとはいえ，当時の日本には合成染料工業を創出す
るだけの技術がまったく欠けていた。しかし，明治期において合成イソジゴ
にたいして国産藍を保護するためにとられた措置は，保護関税を課すにとど
まったのである。合成染料工業 の育成・奨励策は第一次世界大戦のさいに染
料医薬品奨励法を制定することではじめて登場する0 であるが，それによっ
て天然藍の保護育成は合成染料製造工業の背後に押しやられ，合成染料に関
する関税問題もまた国内染料製造工業の保護を軸として処理されるようにな
るのであった。つまり，国内産天然染料を主体にしての保護政策は第一次世
界大戦の勃発で終止符を うったといってよい。　
開国からこの第一次世界大戦期までの期間のうち，後半の合成インジゴの
出現する世紀交代期ごろから大戦期までの時期において政府あるいは天然藍
製造事業者がとりうる措置はきわめて限定されており，基本的にはひきっづ
きインド藍にならっての藍綻製造技術の開発であったといってもよい。 1872
年に五代友厚による精藍事業がはじまり，1886 年の阿波精藍社における村山
太郎による精藍試験，1887 ～95 年に藍商取締会所を中心にして農商務省技師
大久保親盛らによる精藍法開発の試験研究が実施されたのであるが，これら
三度にわたる製藍改良事業はいずれも成功しなかった。合成イソジゴの出現
直後の1899 年に阿波藍製造販売同業組合は外国藍調査会を設けて国産藍と輸
入イソジゴの発酵建て，併用発酵建て，合成インジゴの還元建てについての
実験の実施および輸入インジゴの調査を企てるのであった。そしてこの時期
にはまた長井長義江取得した特許「蓼藍ヨリ藍青ヲ製スル法」（1899年）をも
とに阿波藍改良を説き，これに応じて組合は製藍伝習所を設げるなど技術の
研究と伝習をはじめた。これは第4 次製藍改良事業0 実施であり，1900 年の
パリ万国博覧会では長井精藍は金牌を受賞し，組合も長井の特許を購入して
製藍模範場や染色試験所の新設，伝習所の増設などで製藍と藍建法の技術の
普及にあたった。この事業は明治初期にはじまる輸入天然藍のインド藍に対
処しての阿波藍事業に必要な近代技術の開発策であって，まさにそのとき出
現したインジゴ合成技術への対応策ではなかった。そのために一時的に成功
したかにみえた第四次製藍改良事業も価格面で合成インジゴとは競合できず，
結局は期待はずれとなった。第一次世界大戦中の1918～19年，再び鈴木梅太
郎に委嘱して合成インジゴを目標に戦後にそなえての改良策 乱 優秀な製品
祁が得られたものの収文相償わず，これをもって阿波藍の製藍改良事業は終止
符をうったのである。　
日本の開国から近代産業0 移植・形成を試み九明治期においてすべての工
業部門で共通していえることは，まず西欧の産業革命期の技術，つづいて独
占資本主義期の技術に対応せねばならなかったことで，短期間に日本はいわ
ば二度の技術的革新を迫られたといってよい。すでに17世紀末にみられたイ
ンド藍の製法に対抗しての精藍事業でさえも確立させることができないとき，
合成イy ジゴに対抗する技術開発はさらに至難の業であった。だ執 当時の
技術的な研究は日本の伝統的な特産品である藍の産業の衰退を防ぐことはで
きなかったが，その蓼藍についての理解を深めたことで大きな貢献をしたこ
とまで否定できない。しかし，当時0 状況にたいして指導層が技術者を含め
て近代工業における技術の革新をどう理解し，対処したかは，もっとも興味
ある問題といわねばならない。イヒ学技術史の立場でみれば，宇都宮三郎，高
松豊吉，長井長義などの明治期の有名な化学者・技術者がすべて関与してお
り，かれらの業績の再評価にもこの作業ぱ通じるからである。　
つぎに，江戸時代の技術の展開過程については，その内容を解明すること
が残されている最大の課題であるのにたいして，明治期は天然藍の動向をイ
ンジゴ合成技術の開発効果との関連でとりあげる必要性を痛感させられる。
すでに発酵のことで一部触れておいた瓜　日本の開国期における西欧化学技
術の水準と日本とめ間にはいままで言われているほど大きな格差があったと
みるのは西欧の過大評価ではなかろうか。藍についてみればインド藍によっ
てヨーj=ツパ市場は支配されているのであり，インドでのイギリスの植民地
収奪政策を考慮において乱 やはりこの精藍技術はすぐれており，合成イソ
ジゴの出現まではこのインド技術に対抗するものはなかった。しかもヨー=i
ツパでは，イソジゴの建染めに不要の媒染剤を長い間にわたって用いていた
のでもある。したがって，まず日本での精藍事業はインド技術への対応策を
主要な内容としたとヤ う点て注目すべきであろう。そして西欧技術への対応
はようやく合成インジゴの出現後のことであって，西欧における産業革命期
の有機化合物製造技術はいぜん天然物の採取，それから有効成分の抽出とい
う段階にあり，主要な無機薬品といえど硫酸とソーダ以外はほとんど天然物
に依存しており，しかも化学技術のなかで発酵が重要な地位を占めていたし，
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その発酵の科学的研究光やっと開始されたばかりとい う状態であったといえ
よう。　
インド藍に対抗するために近代科学の手法を導入することで数次の精藍改
良策が実施されたが，そのさいいずれもがすぐれた品質の製品の試製あるい
は製造に一応の成功を収めており，この限 りでは近代科学は有効であっただ
ろう。経済的にはいずれも実現不可能であったものc ，当時の指導者層は科
学を絶対的に信頼し，窮余の策とはいえ，再三にわたり精藍法の改良研究と
その具体化に取組んだのではなかろ うか。だが，他方ではAtkinson が予想
されうるものとして指摘した近い うちに出現する合成インジゴについての対
応が長井精藍事業の失敗したあとであるというのは，日本の近代化学研究の
実態ないしは西欧との間の大きな技術格差を理解していたことによるともい
えるが。ともあれ，当時の指導的科学者・技術者が科学の演じるであろ う役
割 の理解があまりにも乏しかったことを示すものといえよう。このような点
を も含めて，明治期の技術指導者についての正当な再評価が必要といえるの
ではなかろうか。　
またインド藍への対処について 乱 当時とられた技術開発の措置はあまり
に亀単純であり，系統性を欠いたのではなかろうか。つまり，資金問題を当
面の考察の対象から除外して 乱 すでに触れたBASF とH 石chst 両社のア
プa  －チにおけるような差異がレ精藍技術の開発であってもよかったのでは
なかろうか。このような問題を含めて，インドの藍製造技術へ0 対処が20年
以上にわたる研究でもって成功をみなかったことは近代化学が技術に対して
もつ意味を再検討せねばならないことを示しているとさえいえよう。　
西欧において近代化学技術は天然物にかえて鉱物を原料にして産業を再構
築するも0 として出現し，展開してきたと言ってよい。インジゴ合成もまた
このような内容をもつ。 と同時に，かかる技術のもつ経済的意味により注目
せねばならないであろ ‰ この意味ではHochst 社のインジゴ合成の成功が
あたえた影響は，日本でみられるようにBASF 社よりもぱるかに大きく，し
かも阿波藍はもとより輸入されていたインド藍に決定的な打撃をあたえたと
いってよいのではなかろうか。　
合成染料インジゴの製造技術は資本主義とい う経済体制，より正確にはそ
れも高度に発展した独占資本主義の体制が生みたしかもので，それに対して
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天然藍の製造技術はそれ以前の異質の体制にあった時代が創りだした技術で
ある。このように異なる経済体制と思想とから生みだされた技術による合成
インジゴが天然藍の存在に決定的な衝撃をあたえるのであって，それを技術
のみに限定して論じることはきわめて危険なのではなかろうか。
藍製造の技術を中心にして，いくつかの関心のある問題について述べてみ
た。興味をそそる少なくない事項についての究明は今後の課題とするもので
あるが，そのためにはやはり史料の入手難が最大の障害であることはいうま
でもない。批判とともに史料についてご教示とご援助をお願いするものであ
る。
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